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編集  富良野市企画振興課

広

報

○ふれあい広場で仲良しになったお友達と今年で２回目のキャンプ。今年は１家族欠席で残念だっ

たけど、楽しい夏の日の思い出になったね。（撮影：樋口亜貴代さん）

特集　Ｐ２‐７　特集　富良野市総合計画（前期・中期計画）を振り返る

７年間のまちづくりの結果と市民意識
Ｐ８‐９　地域活動レポート影　

地域会館の健全運営に、町内会や住民が有価物の回収事業で後押し

Ｐ１４　ズームアップふらの　Ｐ１６　消費生活・健康情報

Ｐ１８　くらしの情報
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富
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パークゴルフ場の有料化ふらの演劇祭の開催

防鹿フェンスの設置ハイランドふらの浴室棟増築 

●
富
良
野
市
で
は
、
平
成
　
年
に
現
在
の
計
画
で
あ
る
「
富
良
野
市
総
合
計
画
」
を
策
定

１３

し
、
快
適
な
環
境
、
創
造
性
豊
か
な
人
を
育
む
『
協
働
・
感
動
・
生
き
活
き
ふ
ら
の
』

の
実
現
を
め
ざ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
当
初
計
画
で
は
、
平
成
　
年
１３

度
～
　
年
度
ま
で
の
　
年
間
、
国
費
・
道
費
・
市
費
な
ど
を
合
わ
せ
８
３
９
億
円
の
事

22

10

業
費
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
三
位
一
体
の
改
革
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
厳
し

い
財
政
状
況
の
な
か
で
行
財
政
改
革
を
進
め
、
平
成
　
年
度
ま
で
の
7
年
間
で
５
４
０

１９

億
円
の
事
業
費
を
投
入
し
各
種
事
業
の
積
極
的
な
展
開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
市
民
満
足
度
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
総
合
計

画
は
平
成
　
年
度
で
終
了
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
振
り
返

２２

り
、
平
成
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
総
合
計
画
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
民

２３

の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲

生涯学習・学校教育・社会教育・青少年の健全育成・芸
術・文化・スポーツ・国際交流

この政策には、４３億円の当初計画に対し、この７年間で　
２６億円の実績額です。

■生涯学習センターの整備や市民野球場の建設

■富良野小・扇山小・東小・東中・西中に特別支援教育支援員の配置

■樹海東小・樹海西小の統合や山部第一小学校の閉校

情報共有と市民参加・簡素効率的
な行財政・広域行政

この政策には、１１億円の当初計画に対
し、この7年間で6億円の実績額です。

■情報共有と市民参加のルール条例の制定

■身の丈にあった財政を確立するための財政健全化計
　画の策定

■行財政改革推進計画の策定・推進

■消防・学校給食・牧場管理・し尿処理の事務を広域
　連合へ移行

創造性豊かな

産業を育む

まちづくり

心豊かに

学びあう

まちづくり

みんなでつくる

健全な

まちづくり

▲

▲

農林業・商工業・観光・雇用

この政策には、２５７億円の当初計画に対し、この７年間で１７４億円の実績額です。

■中山間地域等直接支払事業や農地・水・環境保全向上対策事業の推進

■農村観光都市形成に向けた富良野市観光振興計画の策定、及び通年・滞在型観光の推進
■地域提案型雇用創造促進事業や通年雇用促進支援事業による雇用の促進

■移住・定住に向けたワンストップ相談窓口の開設や生活利便案内サービスの提供

協協働働・・感感動動・・
生生きき活活きふきふららのの

市長と語ろう地域懇談会の開催市民向け予算説明書の発行
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地域センター病院改築への助成養護老人ホームの改築 ●協協働働・・感感動動・・生生きき活活きふきふららのの

安全で

安心して暮らす

まちづくり

自然を生かした

快適な

まちづくり

▲

▲
この政策には、５２億円の当初計画に対し、
この７年間で４６億円の実績額です。

■地球温暖化防止に向けたふらの市民環境会議の設置

■ごみの減量と再資源化の推進、及び広域分担処理の取組み

■消費生活センター、女性
　センターの設置

■交通安全の啓発、合併処
　理浄化槽設置への補助

自然との共生・環境衛生・安全な生活

■地域医療計画（指針）の策定、特定健診による保健指導

■児童手当の拡充支給や妊婦健診負担の軽減

■福祉のまちづくり事業や高齢者支援ﾈｯﾄﾜｰｸづくりの推進

■山部・東山地区のコミュニティカーの運行

この政策には、２０５億円の当初計
画に対し、この７年間で１３３億円
の実績額です。

保健医療・社会福祉

政策の実施により

市民の満足度は？

地域防災訓練の実施

汚泥再生処理センターの
建設(環境衛生組合)

▼

▼

ふらの環境展の開催

ふれあいの

心がつくる健康な

まちづくり
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駅前広場の整備

旭川十勝道路の着工

▲

１
  人
口
の
減
少

　

平
成　

年
度
に
策
定
し
た
総
合

１３

計
画
で
は
、
平
成　

年
度
の
目
標

２２

人
口
を
2
6
5
0
0
人
と
設
定
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
人
口
は
毎
年

減
少
を
続
け
、
平
成　

年
度
は
出

19

生
数
か
ら
死
亡
数
を
差
し
引
い
た

自
然
動
態
は
△　

人
、
転
入
者
数

58

か
ら
転
出
者
数
を
差
し
引
い
た
社

会
動
態
は
△
2
4
0
人
で
あ
り
、

総
人
口
は
2
4
5
6
0
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
目
標
人

口
2
6
5
0
0
人
よ
り
約
2
0
0

土地利用・道路・交通機関・情報・通信・居住環境・
冬の暮らし・中心市街地

この政策には、２７１億円の当初計画に対し、
この７年間で１５５億円の実績額です。

■麓郷東環状線・東４線・北の峰右３丁目線・西４条通の改良舗装

■路線バス（老節布線・西達布線・麓郷線・麻町線・御料線・ハイランド線）の維
　持対策

■麓郷・東山テレビジョン中継局放送装置機器の更新

■富良野市住宅マスタープランの策定や朝日町公営住

　宅・北の峰団地の建設

■上水道第３次・第４次拡張事業、公共下水道事業、
　山部特定環境保全公共下水道事業の整備

■市道571km、歩道58kmの除排雪対策

■中心市街地の活性化に向けた土地区画整理事業、市
　街地再開発事業

図－１　富良野市の人口と出生・死亡・転入・転出の推移

 

 

図－２　富良野市の財政状況の推移

0
人
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

２
  財
政
の
悪
化

　

市
民
税
や
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
な
ど
一
般
財
源
の
歳
入
は
、
右

肩
上
が
り
に
増
加
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成　

年
度
以
降
、
国
の
構

１１

造
改
革
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
件
費
や
物
件
費
な
ど

経
常
経
費
の
抑
制
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
社
会
保
障
費
や
施
設
の

維
持
管
理
費
な
ど
の
増
に
よ
り
、

普
通
建
設
事
業
な
ど
投
資
的
な
事

業
に
充
て
る
お
金
が
極
め
て
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

３
  市
民
意
識
の
変
化

　

平
成　

年
度
か
ら
実
施
し
て
い

１６

る
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
図
‐

３
（
６
ペ
ー
ジ
）
に
示
し
ま
し
た
。

　
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
」と
、

「
不
満
」
の
不
満
足
度
の
割
合
は
、

「
市
か
ら
の
情
報
提
供
」「
ス
ポ
ー

ツ
関
連
施
設
の
整
備
」「
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
施
設
等
環
境
整
備
」

「
除
排
雪
な
ど
の
雪
対
策
」「
中
心

街
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 

富良野市総合計画を振り返る
前期・中期計画(平成１３年～１９年)

中心街活性化センターの建設
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一
方
、「
小
中
学
校
の
学
習
環

境
」「
ご
み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク

ル
」「
雇
用
確
保
対
策
」
に
つ
い
て

は
、
不
満
足
度
の
割
合
が
若
干
上

昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

４
  市
民
の
ニ
ー
ズ

　

市
民
の
満
足
度
と
行
政
と
し
て

現
富
良
野
市
総
合
計
画

の
総
括

虚
町
内
会
に
よ
る
公
園
管
理
や
福

祉
サ
ロ
ン
な
ど
の
地
域
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ラ
ジ
オ
ふ
ら

の
の
運
営
、
富
良
野
オ
ム
カ
レ
ー

に
み
ら
れ
る
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
な
ど
市
民
活
動
の
芽
が
散
見

さ
れ
ま
し
た
。

許
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
建

設
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
な

ど
の
公
共
施
設
に
重
点
投
資
を
し

た
結
果
、
健
康
づ
く
り
な
ど
の
施

設
整
備
に
関
す
る
市
民
の
満
足
度

は
向
上
し
ま
し
た
。

距
人
口
の
減
少
、
少
子
化
に
よ
る

小
学
校
の
統
廃
合
、
農
家
戸
数
の

減
少
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
雇
用

不
安
な
ど
、
地
域
の
活
力
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

鋸
地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
る
財

政
悪
化
に
と
も
な
い
老
朽
化
し
た

橋
梁
や
公
共
施
設
な
ど
の
維
持
更

新
が
先
送
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

誇
り
を
持
つ
市
民
の
割
合
が
多
く
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
エ
コ

活
動
な
ど
環
境
へ
の
取
り
組
み
が

み
ら
れ
ま
す
。

新
た
な
総
合
計
画
の
　

あ
り
方

虚
富
良
野
の
課
題
や
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る

と
と
も
に
、
富
良
野
が
め
ざ
す
姿

や
進
む
べ
き
道
す
じ
を
明
ら
か
に

し
た
計
画

許
富
良
野
の
独
自
性
・
優
位
性
を

図－３　市民意識の経年変化

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
重
要
度
を
図

‐
４
に
示
し
ま
し
た
。
市
民
が
最

も
不
満
に
感
じ
、
さ
ら
に
重
要
と

感
じ
て
い
る
施
策
は
「
雇
用
確
保

対
策
」
で
あ
り
、
そ
の
次
に
、「
医

療
」
や
「
高
齢
者
対
策
」、「
福
祉

対
策
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
総
合
計
画
の
総
括
と

新
た
な
総
合
計
画
の
あ
り
方

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
とととととととととととととととととととと
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううううううう
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

「
市
長
と
語
ろ
う
」
地
域
懇
談
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

にににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささささささささ

に
ご
参
加
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　
地
域
の
み
な
さ
ん
と
市
長
が
語
り
合
う
地
域
懇
談
会
を
　
月
　
日
か

１０

１４

ら
市
内
　
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

１７

　
懇
談
会
で
は
、新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
意
見
交
換
の
ほ
か
、

地
域
の
振
興
発
展
に
つ
い
て
も
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
ご
と
に
会
場
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
他
の
会
場
で
の
参
加
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
か
ら
積
極
的
な
意
見
・

提
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全国高校選抜スキー大会の１０年開催



7 こうほう No.56５

見
つ
め
直
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
し
、

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
ま

ち
を
つ
く
る
計
画

距
地
域
懇
談
会
や
市
民
意
識
調
査

な
ど
で
市
民
の
意
向
を
的
確
に
把

握
し
、
こ
れ
を
十
分
に
反
映
で
き

る
計
画

鋸
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
成
果
を

分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
の
指
標

を
設
定
し
、
限
ら
れ
た
行
財
政
資

源
を
重
点
的
な
政
策
に
投
入
す
る

成
果
志
向
の
計
画

漁
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
、

施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
事
務
事

業
が
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る

計
画

富良野市総合計画を振り返る

日
　
　
時

　
月
　
日
峨
　

１０

１４

　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
　
日
我

１０

１５

　
午
後
２
時

　
月
　
日
我

１０

１５

　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
　
日
画

１０

１７

　
午
後
２
時

　
月
　
日
画

１０

１７

　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
　
日
俄

１０

２０

　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
　
日
峨
　

１０

２１

　
午
後
２
時

　
月
　
日
峨

１０

２１

　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
　
日
我

１０

２２

　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
　
日
俄

１０

２７

　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
　
日
牙

１０

３０

　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
　
日
画

１０

３１

　
午
後
２
時

　
月
　
日
画

１０

３１

　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
４
日
峨

１１　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
５
日
我

１１　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
６
日
牙
　

１１　
午
後
６
時
　
分
３０

　
月
　
日
峨
　

１１

１１

　
午
後
６
時
　
分
３０

会
　
　
場

朝
日
会
館

育
良
会
館

末

広

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

扇
山
地
区
公
民
館

栄

町

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

布
部
会
館

東
春
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

瑞

穂

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

山

部

福

祉

セ

ン

タ
ー

布
礼
別
集
落
セ
ン

タ
ー

東
山
支
所

麻

町

児

童

セ

ン

タ
ー

北
の
峰
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

鳥
沼
会
館

麓

郷

集

落

セ

ン

タ
ー

対
象
区
域

朝
日
・
本
町
・
日
の
出
町

五
区

末
広
町
・
弥
生
町
・
若
松
町

扇
山
地
区

幸
町
・
栄
町
・
若
葉
町

緑
町
・
扇
町
・
南
町

布
部
地
区

春
日
町
・
東
町

花
園
町
・
錦
町
・
新
光
町
・
住
吉

町
・
瑞
穂
町
・
南
大
沼
団
地

桂
木
町
・
新
富
町
・
西
町
・
北
斗

町
・
学
田
・
清
水
山
・
島
の
下

山
部
地
区

八
幡
丘
・
富
丘
・
布
礼
別

西
達
布
・
老
節
布
・
平
沢
・
東
山

麻
町

北
の
峰
町
・
学
田
三
区
・
御
料

大
沼
・
鳥
沼

麓
郷
地
区

図－４　市民意識の満足度と重要度

　　　　（平成１９年度調査）

前期・中期計画(平成１３年～１９年)
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連合会・町内会の話題をお知らせください。

地
域
会
館
の
健
全
運
営
に
、

町
内
会
や
住
民
が
有
価
物

の
回
収
事
業
で
後
押
し

　
■
末
広
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

末
広
町
、
弥
生
町
、
若
松
町
が
管
理
す

る
末
広
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運

営
委
員
会
（
平
川
明
徳
委
員
長
）
で
は
、

「
み
ん
な
で
会
館
運
営
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
こ
う
」
と
、
こ
の
夏
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
た
有
価
物
回
収
事
業
に
大
勢
の

住
民
が
参
加
し
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

末
広
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
に
必
要
な
経
費
は
、
年
間
約　

万
８０

円
。
こ
の
う
ち
、
地
域
で
１
世
帯
当
た
り

年
間
３
０
０
円
を
負
担
し
合
い
、
残
り
の

約　

万
円
を
会
館
使
用
料
と
市
か
ら
の

６０
管
理
委
託
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

平
川
委
員
長
（
弥
生
町
連
合
会
長
）
は
、

「
近
年
は
葬
儀
な
ど
の
利
用
が
激
減
し
、

従
来
と
同
様
な
運
営
は
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
町
内
会
に
負
担
金
の
増
額

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
前
に
み
ん
な
で
知
恵
と
工
夫
を

出
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
春
の

運
営
委
員
会
で
は
、
役
員
手
当
や
灯
油
・

電
気
な
ど
管
理
費
の
節
減
と
あ
わ
せ
て
、

会
館
利
用
の
推
進
や
収
益
事
業
の
導
入

な
ど
の
経
営
努
力
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
」
と
い
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
地
域
の
会
館
を
大
切
に
守
り
育
て

て
い
く
た
め
に
は
、
運
営
の
透
明
性
と
住

民
の
参
加
・
連
携
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な

り
ま
す
。
古
紙
回
収
事
業
は
、『
会
館
運

営
に
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
事
業
』
と
し

て
若
松
町
連
合
会
の
堀
川
満
会
長
か
ら

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
始
め
て
み
る

と
、
町
内
会
や
地
域
住
民
の
協
力
が
予
想

以
上
に
大
き
く
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
鰻

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
場
で
あ
る
、

む
つ
み
公
園
を
管
理
す

る
活
動
が
、
瑞
穂
町
高
齢

者
ク
ラ
ブ
睦
会
（
尾
関
一

二
三
会
長
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

９
月　

日
に
は
、
会
員

10

　

名
が
集
ま
っ
て
、
公
園

40周
り
の
草
取
り
や
、
花
壇

の
草
取
り
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
球
根
の
植
え
替
え

な
ど
を
行
い
、
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

公
園
の
清
掃
管
理
は
、

む
つ
み
公
園
が
で
き
た

時
か
ら
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ

が
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

５
月
か
ら
９
月
の
期
間
、
月
１
回
、

花
壇
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。　
　

瑞
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
む

つ
み
公
園
は
、
あ
え
て
遊
具
を
置

か
ず
、
夏
休
み
に
は
ラ
ジ
オ
体
操

や
盆
踊
り
な
ど
、
地
域
の
親
睦
を

は
か
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

尾
関
会
長
は
「
今
後
、
町
内
会

ご
と
に
花
壇
を
つ
く
り
、
品
評
会

な
ど
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と

こ
れ
か
ら
の
夢
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

瑞
穂
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
睦
会
は
、

地域の親睦をはかる

コミュニティの場を

地域で管理

むつみ公園の清掃に集まった瑞穂町高齢者クラブ睦会のみなさん■瑞穂町高齢者クラブ睦会

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

有価物回収事業で末広コミュニティセンターの運営に協力する弥生町第２町内会
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人

　

駅
前
に
あ
る
中
心
街
活
性
化
セ

ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」
で
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
働
き
、
週

　

本
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な

２０し
て
い
る
藤
田
恵
さ
ん
は
、
東
京

出
身
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
初
め
て
北
海
道

を
訪
れ
た
の
は
小
学
４
年
生
の
時
。

そ
の
時
に
体
験
し
た
す
べ
て
に
感

動
し
、「
将
来
、
絶
対
に
北
海
道
に

住
む
」
と
心
に
決
め
て
い
た
と
い

い
ま
す
。

　
　

歳
の
時
、
大
学
の
冬
休
み
を

１９
利
用
し
て
初
め
て
富
良
野
を
訪
れ
、

ス
キ
ー
を
滑
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
休
み
の
た
び
に
富
良
野
の
ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
指
導
員

の
資
格
を
取
っ
た
そ
う
で
す
。「お客さんの笑顔で元気をもらいます」と話す藤田さんは、

ふらっとでインストラクターとして活躍しています。

　藤田　恵さん 
弥生町

ふじた めぐみ

　

富
良
野
の
雪
質
、
ス
キ
ー
場
と

町
の
近
さ
な
ど
ス
キ
ー
を
す
る
環

境
の
良
さ
、
富
良
野
の
人
柄
が
自

分
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

ど
か
ら
、
大
学
院
卒
業
後
、
富
良

野
に
住
み
は
じ
め
、
３
年
間
、
夏

は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
冬
は
、
ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
で
指
導
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ふ
ら
っ
と
」
で
、
体
育
大
学
で
学

ん
だ
の
知
識
を
活
か
せ
る
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
毎
日
、お
客
さ
ん
の
笑
顔
で
元

気
を
も
ら
い
ま
す
。
富
良
野
に
住

む
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
、
体
を
動
か
す

こ
と
や
プ
ー
ル
が
楽
し
い
も
の
だ

と
知
っ
て
も
ら
う
の
が
目
標
。
健

康
に
な
れ
た
ら
と
い
う
気
持
ち
の

手
助
け
を
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
が
教
え
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
に
、「
ボ
デ
ィ
ヒ
ー

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

堀
川
会
長
は
、「
春
に
町
内
の
数

人
と
回
収
業
者
に
相
談
し
て
試
験

的
に
や
っ
て
み
る
と
、
上
々
の
成

果
で
し
た
。
会
館
運
営
事
業
へ
の

参
加
が
地
域
活
動
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
、
ぜ
ひ
定

着
さ
せ
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

住
民
の
協
力
で
７
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
古
紙
回
収
事
業
。
参
加
す

る
町
内
会
が
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
空

き
缶
、
金
属
の
中
か
ら
品
目
と
集

積
場
所
を
自
主
的
に
決
め
て
、
月

1
回
程
度
住
民
が
持
ち
寄
っ
て
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
２
カ
月
間
の

回
収
量
は
約　

㌧
、
金
額
に
し
て

１０

３
万
円
に
も
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

末
広
町
連
合
会
の
田
中
靖
雄
会

長
も
、「
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源

化
、
エ
コ
の
取
り
組
み
に
も
な
り

ま
す
。
地
味
な
活
動
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
き
そ
う
」
と

期
待
し
ま
す
。

リ
ン
グ
」
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ガ
・

太
極
拳
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど
の
要

素
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
柔
軟

性
の
向
上
や
精
神
的
に
も
前
向
き

に
な
れ
、
心
身
と
も
に
健
康
に
な

れ
る
と
の
こ
と
。　

　

藤
田
さ
ん
は
、「
富
良
野
の
人
は
、

み
ん
な
親
切
で
、
東
京
か
ら
来
た

自
分
に
も
、
色
々
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
り
、
手
助
け
を
し
て
く

れ
ま
す
。『
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と

は
な
い
』
と
言
う
こ
と
も
富
良
野

の
人
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」

と
言
い
ま
す
。

　
「
富
良
野
に
来
た
頃
、富
良
野
の

人
の
会
話
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

の
に
は
困
り
ま
し
た
。
富
良
野
の

人
は
な
ま
っ
て
な
い
と
言
い
張
り

ま
す
が
、
結
構
な
ま
っ
て
い
ま
す

よ
」
と
笑
っ
て
話
し
ま
す
。

　

休
日
に
は
、
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

だ
り
、
温
泉
め
ぐ
り
で
登
別
や
函

館
に
ま
で
足
を
延
ば
す
事
も
あ
る

そ
う
で
す
。「
冬
に
は
、
ス
キ
ー
も

楽
し
み
た
い
」
と
、
私
生
活
も
活

動
的
な
藤
田
さ
ん
で
し
た
。

良野に

移る

富嘘

みんなが健康になるための手助けをしたい

　

名
の
会
員
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

78囲
碁
、
カ
ラ
オ
ケ
の
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
を
行
う
一
方
、
独
居
老
人

へ
の
声
か
け
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。　
　

尾
関
会
長
は
、「
若
い
人
た
ち
に

負
担
を
か
け
な
い
で
、
こ
れ
か
ら

も
高
齢
者
に
で
き
る
こ
と
は
自
分

た
ち
で
行
っ
て
い
た
い
」
と
話
し

ま
す
。

　
「
社
会
奉
仕
で
月
１
回
集
ま
る

と
、
普
段
会
え
な
い
人
が
集
ま
り

励
み
に
な
り
ま
す
。
高
齢
時
代
に

入
っ
て
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
は

地
域
で
活
動
を
続
け
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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市政
アラカルト

１０月ＯＣＴＯＢＥＲ

長寿医療制度(後期高齢者制度)のお知らせ

保険料の「年金差し引き」が１０月から始まる方へ
被用者保険の被保険者(加入者本人)だった方へ
　被用者保険の被保険者だった方は、
長寿医療制度に加入してから９月まで、
納入通知書や口座振替により保険料を
納めていただいていましたが、１０月か
らは年金から差し引かれることになり
ます。ただし、次の虚または許に該当
する方はこれまでどおり納入通知書や
口座振替により納めていただきます。
虚年金額が年額１８万円未満の方
　(介護保険料が年金から差し引かれていない方)
許介護保険と長寿医療制度の保険料の合計が、介護保険料
　が差し引かれている年金額の半分を超える方

被用者保険の被扶養者だった方へ
　被用者保険の被扶養者だった方は、長寿医療制度に加入
してから９月まで、保険料のお支払いが免除されていまし
たが、１０月からは年金から差し引かれることになります。
　ただし、上記虚または許に該当する方は、納入通知書や
口座振替により納めていただきます。なお、保険料額は、
１０月から平成２１年３月までの合計2,100円です。2,100円に
なっていない場合はご連絡をお願いします。
※加入した月によって、年金が差し引きにならない場合が
あります。詳しくは、保険料額決定通知書や保険料額変更
決定通知書をご覧ください。

灯
油
等
購
入
費
の
一
部
を
助
成

　

市
で
は
、
燃
料
費
の
高
騰
が
続
い
て
い

る
た
め
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
で
市
民
税
非

課
税
世
帯
を
対
象
に
福
祉
燃
料
助
成
事
業

と
し
て
灯
油
等
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
広
報
に
折
り
込

み
の
申
請
書
に
記
入
・
押
印
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成　

年　

月
１
日
現
在
市
内

２０

１０

に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
世
帯
全
員
の
平

成　

年
度
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
り
、
次

２０
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

虚
高
齢
者
世
帯　

　

全
員
が
満　

歳
以
上
（
昭
和　

年　

月

６５

１８

１０

　

２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
世
帯

許
重
度
障
が
い
者
世
帯　

　

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、
療
育
手

　

帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

　

級
の
方
が
属
す
る
世
帯

距
ひ
と
り
親
世
帯　

　

満　

歳
未
満
を
扶
養
し
て
い
る
母
（
父
）

１８

　

子
世
帯
、
そ
の
世
帯
に
満　

歳
以
上
の

６５

　

高
齢
者
が
加
わ
っ
た
世
帯

※
次
に
該
当
す
る
世
帯
は
対
象
外
に
な
り

ま
す
。

陰
病
院
、
社
会
福
祉
施
設
等
に
長
期
に
入 

　

院
、
入
所
し
て
い
る
世
帯

隠
生
活
保
護
世
帯

韻
高
齢
者
世
帯
で
、
子
な
ど
の
親
族
が
別

　

世
帯
で
あ
っ
て
も
同
居
し
て
い
る
世
帯

助
成
額　

１
世
帯
1
０
０
０
０
円

・
助
成
金
は
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
（
ゆ

　

う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
の
口
座
に
振
り

　

込
み
ま
す
。

・
世
帯
が
虚
許
距
の
う
ち
二
つ
以
上
該
当

　

し
て
も
助
成
額
は
１
０
０
０
０
円
で
す
。

申
請
期
間　
　

月
４
日
峨
〜　

月
１
日
俄

１１

１２

申
請
場
所　

　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
山
部
・
東
山
支
所

※
郵
送
で
の
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

　

広
報
に
折
り
込
み
の
申
請
書
に
記
入
・

　

押
印
し
福
祉
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

　

い
。

問
合
せ
／
郵
送
先　

　

〒
0
7
6
‐
0
0
1
8

　

富
良
野
市
弥
生
町
1
番
3
号

　

富
良
野
市
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
2
2
１
１

小
学
生
の
入
院
医
療
費
を
助
成

　

市
で
は
、
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
平
成　
２０

年　

月
診
療
分
か
ら
小
学
生
ま
で
入
院
時

１０
の
医
療
費
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
居
住
し
、
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
小
学
校
就
学
児
童

※
こ
の
制
度
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
一
定

の
所
得
を
超
え
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

助
成
の
方
法

虚
富
良
野
沿
線
医
療
機
関
に
入
院
の
場
合

　

健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
保
健

　

医
療
課
医
療
給
付
係
（
市
役
所
３
番
窓

　

口
）
で
「
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
」

　

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

許
富
良
野
沿
線
以
外
の
医
療
機
関
に
入
院

　

さ
れ
る
場
合

　

後
日
口
座
へ
払
い
戻
し
と
な
り
ま
す
の

　

で
、
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
、
健
康

　

保
険
証
、
預
金
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

除
く
）、
印
鑑
を
持
参
し
、
保
健
医
療
課

　

医
療
給
付
係
（
市
役
所
３
番
窓
口
）
で

　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担

虚
市
民
税
課
税
世
帯　

被用者保険とは？
　政府管掌健康保険や
組合管掌健康保険、共
済組合など、いわゆる
サラリーマンの健康保
険のことです。
　市の国民健康保険や
国民健康保険組合は含
まれません。

架保健医療課　拶３９‐２３１０
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平成２０年9月1日

『富良野広域連合』設立

　

平
成　

年
１
月　

日
か
ら
富
良
野
広
域
連
合
準
備
委

１９

１５

員
会
で
協
議
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
広
域
連
合
が
、
平
成

　

年
９
月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

２０
　

富
良
野
圏
域
５
市
町
村
長
で
構
成
す
る
富
良
野
広
域

連
合
準
備
委
員
会
（
会
長　

能
登
富
良
野
市
長
）
で
、
広

域
連
合
設
立
に
向
け
た
話
し
合
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
圏
域
５
市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
て
、
去

る
８
月　

日
北
海
道
に
設
立
許
可
申
請
を
提
出
し
、
審
査

１１

を
経
て
９
月
１
日
に
富
良
野
市
役
所
に
お
い
て
上
川
支

庁
長
よ
り
設
立

許
可
書
が
富
良

野
広
域
連
合
準

備
委
員
会
会
長

に
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、

富
良
野
広
域
連

合
と
し
て
、
平

成　

年
４
月
１

２１
日
の
業
務
開
始

に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
行
き

ま
す
。

　

平
成　

年
４

２１

月
１
日
か
ら
富

良
野
広
域
連
合

で
行
う
事
務
業

轄問 広域連合事務局　拶３９‐２３１１

平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

２１

広
域
連
合
で
行
う
事
務
業
務

虚
富
良
野
地
区
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
関

　

す
る
こ
と

許
串
内
牧
場
に
関
す
る
こ
と

距
消
防
に
関
す
る
こ
と

鋸
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と

漁
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
（
国
民
健　
　

　

康
保
険
・
介
護
保
険
事
務
な
ど
）

務
は
、
左
記
の
と

お
り
で
、
現
行
の

５
つ
の
一
部
事
務

組
合
で
行
っ
て
い

る
事
務
事
業
に
上

富
良
野
町
・
南
富

良
野
町
の
学
校
給

食
を
合
わ
せ
た
業

務
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
圏
域
５
市
町
村
で
共
通
し
て

実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
を
検
討
し
な
が
ら
、

地
域
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
発
展

さ
せ
、
地
域
の
住
民
が
よ
り
連
携
し
後
世
に

誇
れ
る
よ
う
な
「
小
さ
く
て
も
輝
き
続
け
る

ま
ち
」
を
創
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
行
政

の
効
率
化
や
住
民
福
祉
の
増
進
を
目
指
し
て

行
き
ま
す
。

医
療
給
付
係
（
市
役
所
３
番
窓
口
）
で

「
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受
給
者
証
」

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

架
保
健
医
療
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
０

平
成
　
年
度
成
人
式
の
　
　

２１

お
知
ら
せ

と　

き　

平
成　

年
１
月　

日
蚊　

２１

１１

　
　
　
　

午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
元

６３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

そ
の
他

虚
学
生
な
ど
の
方
で
実
家
が
市
内
に
あ
り
、

　

住
民
票
を
富
良
野
市
外
に
異
動
し
て
い

　

る
方
で
、
帰
省
し
て
成
人
式
に
出
席
を

　

希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

許
住
民
票
が
市
内
に
あ
る
方
は
、
申
し
込

　

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
成
人
代
表
を
募
集
し
ま
す

　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
で
演

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
成
人
式
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

対
象
者　

新
成
人
５
〜
６
名

内　

容　

式
典
前
に
、
３
回
程
度
の
会
議

を
開
き
、
成
人
式
の
内
容
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
込
み　
　

月　

日
俄
ま
で
に
文
化
会
館

１０

２７

ま
で
電
話
か
窓
口
で
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
み
／
問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
文
化
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

　

健
康
保
険
適
用
と
な
る
医
療
費
の
１
割

　
（
1
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額
4
4
4

　

0
0
円
）

許
市
民
税
非
課
税
世
帯　

　

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

架
保
健
医
療
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
0

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

市
で
は
、
重
度
心
身
障
が
い
者
や
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
を
対
象
に
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年　

月
診
療
分

２０

１０

か
ら
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
交
付
を
受
け
た
方
の
通
院
に
対
し
て
も
、

医
療
費
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

助
成
の
方
法

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
健
康
保

険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て
、
保
健
医
療
課
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市
民
参
加
手
続
の
ペ
ー
ジ

意見を提出できる方
○市内に住んでいる方
○市内で働いている方
○市内で学んでいる方
○市内に事業所がある
　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・
　メールなど書面（様
　式は自由)・録音テー
　プでお寄せください。
○担当課窓口に直接提
　出（郵送可）、または
　公表場所の意見箱へ
　提出もできます。
○意見を提出するとき
　は、住所・氏名など
　を記入してください。
　氏名などは公表しま
　せんが、記入がない
　場合には回答できな
　い場合もあります。

意見交換会を開催しました

富良野市建築確認申請等手数料徴収条例の

一部改正に係る意見交換会の結果について

開催日　　８月２６日峨
開催場所　市役所第３会議室
参加人数　８名

市の回答・検討結果市民の意見・要望・質問など(概要)

建築基準法の改正により審査手続が厳格化され、
審査に要する時間が増加したため、手数料の改正
を行います。

資材単価等も上がる中で少しでも確認申請
手数料を上げてほしくないと言うのが本音
である。

北海道は平成20年7月から手数料を改定しており、
中富良野町、南富良野町は北海道の手数料なので、
既に引き上げされています。限定特定行政庁(建築
主事を置く市町村)である上富良野町や士別市は
今年度中に料金改定の予定と聞いています。

他の行政区の状況はどうなのか、他市は道
の基準に追従することはあるのか。

確認申請手数料は受益者に負担してもらうべきと
考えています。

確認申請は行政サービスの一環として、法
に適合した建物を作るという事はまちづく
りのためのものとすれば、（確認申請手数料
は）行政負担でも良いと考えられないか。

手数料が上がる分の額は、全体の額300万円/年程
度に対し70万円/年程度です。

審査手間として増える人件費分としての(年
間)手数料の増額分はどのくらいになるのか。

9月1日～22日までの間、パブリックコメント手続
を実施して、市民の意見を募集します。改定内容
は市ホームページ、市役所1階ロビーの行政情報
コーナー、山部支所、東山支所、都市建築課で閲
覧できる、また広報9月号に概要を掲載します。

平成21年4月から手数料が上がるとのこと
だが、お客さんに対しての見積りに含まれ
る内容なので、市民に対する情報提供はど
のように行うのか。

申請手数料の改正は積算根拠にもとづき行ってお
り、完了検査手数料を上げるとなるとその根拠を
説明できなくなるので、申請手数料のみの改正と
します。

申請手数料の上げ幅が大きいので、完了検
査申請手数料を上げてはどうか。

ふらっと地域交流ホールの
活用方法について　
　　　　　　　　　　　（北の峰町　男性）

虚子どもを迎えにふらっとに行き、地

域交流ホール（１階）で待っていました。

　以前から思っていましたが、１台の

パソコンデスクにパソコン２台は、い

つもと同じように、友達グループに占

領されていました。同じサイトを見な

がら１つは全く使っていませんでした。

　図書館と同じように、パソコンデス

クを２台用意して、ある程度距離を離

したほうが良いと思います。

許地域交流ホールの奥で高校生カップ

ルが抱き合っていました。他の保護者

も、子どもが来たらそそくさと他の場

所に移動していました。いつもの事で

す。ぽっぽブリッジの光景と同じです。

　事故や、犯罪が起こらない前に地域

交流ホールの活用法を考え直すべきだ

と思います。

市民の声
商工観光課です　拶３９‐２３１２

虚ふらっとは、昨年５月から利用を始

め、１年４カ月が経過しました。

　パソコンの設置については、利用者

の方々によるパソコンでの情報収集を

目的として設置しているものです。

　他人同士が、使い易くするためには

机を分けるか、離れた場所に設置する

など、利用しやすくなるよう、今後検

討します。

許ふらっとの地域交流ロビーについて

は、外から良く見えるようガラス面を

多くし、明るくオープンな施設となる

よう建設しました。

　残念ながら、ロビー内で不道徳な行

為等があるようですので、ふらっと管

理者の巡回を強化するとともに、補導

員及び高校教師などの巡回をしていき

ます。
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私
は
、
８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、

広
島
県
に
行
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。

　
広
島
市
は
、
札
幌
市
の
よ
う
に
高
い
建
物
が

立
っ
て
い
て
、
き
れ
い
な
街
で
し
た
が
、
そ
の
中

で
壊
れ
た
古
い
建
物
の
原
爆
ド
ー
ム
は
と
て
も
不

思
議
で
し
た
。
本
物
の
原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
２
歳
で
被
爆
し
、
白
血
病
に
な
り
、
中
学
１
年

で
な
く
な
っ
た
佐
々
木
貞
子
さ
ん
の
話
を
き
い
て
、

戦
争
は
二
度
と
し
て
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
被
爆
列
車
と
い
う
原
爆
が
落
ち
た
と
き
に
壊
れ

た
列
車
に
乗
り
、
小
学
生
の
時
に
原
爆
を
体
験
し

た
お
じ
い
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
飛
行
機
が

飛
ん
で
き
て
、
飛
行
機
の
方
に
向
か
っ
て
歩
く
と

次
々
と
血
だ
ら
け
で
髪
の
毛
が
無
く
な
っ
て
い
る

人
に
あ
っ
た
」
と
原
爆
の
よ
う
す
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
実
際
に
お
じ
い
さ
ん
は
被
爆
の
あ
と
そ

の
ま
ま
包
帯
を
ま
い
て
い
た
の
で
手
が
か
え
る
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
お
腹

の
皮
膚
を
顔
に
付
け
、
弟
と
姉
は
、
ガ
ラ
ス
が
ま

だ
体
の
中
に
入
っ
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
私
た
ち
以
外
の
人
に
は
体

験
さ
せ
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
話

を
聞
い
て
と
て
も
か
わ
い
そ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
資
料
館
に
は
、
原
爆
で
焼
け
こ
げ
た
人
間
の
模

型
や
焼
け
焦
げ
た
三
輪
車
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
た

後
の
写
真
が
あ
り
、
初
め
て
見
て
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
を
本
当
に
感
じ
ま
し
た
。
私
は
と
て
も
怖
く
て
、

資
料
館
か
ら
出
た
後
も
忘
れ
ら
れ
ず
夕
食
が
食
べ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
、
原
子
爆
弾
が
富
良

野
に
落
と
さ
れ
た
ら
と
思
う
と
寝
ら
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
、
原
子
爆
弾
は
、
熱
だ
け
で
な
く
、
放

射
能
で
何
十
年
も
後
に
病
気
に
な
っ
て
死
ん
で
し

ま
う
と
い
う
、
本
当
に
恐
ろ
し
い
兵
器
で
す
。
今

で
も
、
世
界
の
中
で
は
、
爆
弾
が
落
と
さ
れ
て
い

る
国
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
平
和
な
世
界
に
な
る
た
め
に
こ
の
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
み
ん
な
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

８月４日～６日、被爆６３周年原水爆禁止世界大会国際会
議広島大会が行われました。
富良野市から、富良野高校３年生の佐々木あいさん、永
沢奈緒美さん、平和子ども派遣団として扇山小学校５年
生の赤松美沙さんが参加しました。
今月は、赤松美沙さんの感想を掲載します。

「戦争や原爆がなくなってほしい」
　　　　　　　　　　扇山小学校　５年　赤松　美沙

被爆６３周被爆６３周年年
原水爆禁止世界大会国際会議
広島大会に参加して広島大会に参加して①①

※次号では、佐々木あいさん、永沢奈緒美さんから寄せられた感想を掲載します。
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地域でお祝い、布部地区敬老会

年寄りに感謝し、長寿を祝う布

部地区敬老会が９月１５日に行わ

れました。連合会から米寿、喜寿の方

に記念品、社会福祉協議会からは満７５

歳になられた方３名に長寿箸が贈呈さ

れました。８０歳になられた竹内勉さん

は「精神力はまだまだあるので、地域

のために協力をしたい。次世代を担う

子ども達と和やかに暮らしていきた

い」と話していました。その後、参加

者はカラオケを楽しんでいました。

お

大盛況！市内外から７０００人が来場

月２１日、「ふらのワインぶどう祭

り２００８inまちなか」が富良野駅

横北公園で行われ、７０００人を超える市

民や観光客が訪れ、ワインや初登場の

ジャンボチーズフォンデュ、ワイン・

ぶどう果汁を使った創作料理など地

場産品を満喫していました。

　利きワイン大会やワインダンボー

ル入れ選手権、ぶどう踏み実演会など

も行われ、会場を盛り上げていました。

９

平
成
　
年
度
富
良
野
市
防
災
訓
練

２０

　
大
雨
に
よ
り
、
空
知
川
が
氾
濫

危
険
水
位
を
超
え
る
こ
と
を
想

定
し
、
空
知
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定
エ
リ
ア
を

対
象
と
し
た
防
災
訓
練
が
９
月

２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
本
町
、
若
松
町
、
日

の
出
町
、
幸
町
、
栄
町
、
若
葉
町

の
市
街
地
区
を
中
心
と
し
た
６

連
合
会
の
住
民
、
要
援
護
者
施
設

か
ら
は
北
の
峯
学
園
も
参
加
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
訓
練
に
は
、
自
衛
隊
上

富
良
野
駐
屯
地
、富
良
野
警
察
署
、

富
良
野
消
防
署
な
ど
も
参
加
し
、

避
難
誘
導
や
救
護
な
ど
の
訓
練

任
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

住
民
、
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
な
ど
約
４
３
０
名
が
参
加

　
今
年
は
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
急
病
人
の
救
護
・
搬

送
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
避
難
参
加

地
域
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
合

会
で
一
時
避
難
場
所
に
避
難
を

し
、
自
衛
隊
の
車
両
で
臨
時
避
難

場
所
の
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
ま

で
搬
送
し
ま
し
た
。

　
避
難
後
、
消
防
署
に
よ
る
A
E

D
を
使
っ
た
救
命
講
習
や
防
災

対
策
の
D
V
D
の
上
映
も
あ
り
、

熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
自
衛
隊
の
炊
事
車
両

に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
も
行
わ

れ
、
避
難
し
た
住
民
約
１
８
０
名

に
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
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占冠村
占冠村の紅葉を

見に来ませんか？

　日本にはもう秘境はないと思って
いませんか？
　木々のざわめき、森の動物たちの
ささやきなど、占冠村では本物の自
然の息吹を体感できます。
　そして見事な紅葉のこの時期は、
ありのままの美しい自然が一層みな
さんの心と体を癒します。
　カメラに収めるにはピッタリの大
自然がつくりだした景観美を、ドラ
イブがてら見に来ませんか？
架観光協会　拶３９‐８０１０

中富良野町
富良野沿線親子

スーパードッジボール大会

　スポーツを通して親子の交流を

図りませんか？闘志あるチームを

大募集！

と　き　１１月２３日華

ところ　総合スポーツセンター

対　象　小学生の部、中学生の部

　　　　ほか

架公民館　拶４４‐２２０４　

南富良野町
十梨別渓谷の紅葉を

見に来ませんか？

　ナナカマドが赤く色づき、緑と

のコントラストが美しい十梨別渓

谷で大自然を満喫してみませんか。

　渓谷を横断する橋の上からの眺

めがおすすめの絶景ポイント！さ

わやかな秋のドライブにぜひお立

ち寄りください。（国道２３７号線金

山市街に案内看板有）

架産業課　拶５２－２１７８

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

上富良野町
北海道舞台塾inふらのそらち事業

富良野塾OB公演「二人の天使」

　上富良野町総合文化祭の特別公

演として入場料は無料で実施しま

すので、たくさんの方の来場をお

待ちしています。

と　き　１１月２日蚊

　　　　午後６時３０分～８時

ところ　保健福祉総合センターかみん

入場料　無料

架教育委員会　拶45‐５５１１

元の特産品を知ってもらおうと、

NPO法人富良野物産協会が主催

する富良野地域特産品フェアが９月７

日、富良野物産センターで開かれ、悪天

候にもかかわらず多くの市民が来場し

ました。会場には飲食物や工芸品、野菜

の直売所など２５のブースが設置され、今

年はカレーじゃが、ふらのワインケル

ナーなどの新しい商品が登場。また、４

店舗が初出店し会場を盛り上げました。

地

地域特産品フェア「地元の特産品を堪能！」

域の健康と福祉の向上をめざす

ふらの健康ふれあい祭りが９月

７日、地域福祉センターいちいで行わ

れました。市と社会福祉協議会が主催

し、今回で６回目。会場には介護・福

祉用具、福祉車両の展示や地元の農産

物、手作り作品などの出店コーナーが

設けられたほか、内臓脂肪量や基礎代

謝などの健康測定、栄養・健康相談な

ど盛りだくさんの催しが行われ、多く

の市民を楽しませていました。

健康情報満載！ふらの健康ふれあい祭り

地

「しみづ 紫陽花ケ丘 」
あじさいがおか

約１００種類、４５００株の

紫陽花に彩られる東

鳥沼の「しみづ紫陽

花ケ丘」。あじさいロ

マンチックロード、

あじさい坂などと名

づけられた路は総延

長５㎞にもなります。

一人で地道に拡張整

備を始めて６年目。

近い将来、市民に開

放したいと考えてい

るそうです。

清水　輝一さん
（末広町）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問い合わせ先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます
富良野市へ

　難波真美子（弥生町）
　　金　５万円 

　藤田　英子（西町）
　　金　２万円 

順不同・敬称略

油のプラスチックボトルは、何に出せばいいのですか？Ｑ
油のプラスチックボトルは、 マークが付いているのでプラ
スチック類になります。中身を使い切ってからプラスチッ

ク類で出してください。ただし、ボトルの外側まで油で汚れて
いる場合は、他のプラスチックが汚れますので固形燃料ごみで
出してください。

Ａ

バインダーなどに金属が付いている場合は、どのように出
したら良いのですか？Ｑ
金属が分離できる場合は、その金属を金属類として透明な
袋に入れて空き缶・金属類の収集日にごみステーションに

出してください。また、バインダーの金属が分離できない場合は、
そのまま固形燃料ごみで出してください。今後ともごみ分別に
ご協力よろしくお願いします。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
あ
ん
ま
機
捌
ハ
イ
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド

（
下
に
机
付
）
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突

タ
イ
プ
）
捌
大
人
用
三
輪
車
捌
ス
テ
レ

オ
コ
ン
ポ

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌

ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
捌
男
子
学
生
服
（
１
６

０
唖
〜
１
７
０
唖
）
捌
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

用
ク
ラ
ブ
捌
回
転
台
付
ハ
ン
ド
ミ
キ

サ
ー
捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

　健康器具のマルチ商法　　（７０代　男性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

突然電話で「体に良い厚生労働省承認の健康器具
があるので、体験してみませんか」と言われたの

で、体が弱い妻に体験させようと考え承諾しました。
　数日後、女性２人が来て、この健康器具を使って病
気が治った人、またガンが治った人もいたなど説明を
受け、妻が１週間体験することに同意しました。
　また、友人を紹介して、健康器具が売れたら10％を
紹介料としてもらえると説明されました。
　話の内容から、マルチ商法ではないかと思いますが、
この業者と契約して大丈夫でしょうか。

業者は「１週間体験してみませんか？」と言いな
がらすぐに契約書を書かせています。

　この契約書を見ると、マルチ商法の会員申込書にも
なっていました。
　業者は、相談者からの「マルチ商法では？」との質
問には、「売れた時に貰えるお金は紹介料であって、
マルチ商法ではない」と説明しています。
　この業者は、大変悪質な業者と思われます。このよ
うな虚偽の説明をする業者との契約には、多くの問題
があることを説明しました。
　相談者には本契約が成立していましたが、マルチ商
法のクーリング・オフ（２０日間）期間内だったので、
解約できる事を説明しました。「おかしいな？」と思っ
たら、すぐに消費生活センターへご相談ください。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

「仲良しハトコ
  です！」

佐藤  雛妃 さん(３歳)(３歳)
ひなき

神成  柚杏 さん(３歳)(３歳)
ゆず

神成  泰地 さん(１歳)(１歳)
たいち

佐藤  菜々華 さん
ななか

(１歳(１歳))

　

し
か
し
、
鼻
風
邪
が
治
っ
て
鼻

水
、
鼻
づ
ま
り
の
症
状
が
な
く

な
っ
て
も
嗅
覚
障
害
が
治
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
風

邪
の
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
嗅
上
皮

や
嗅
神
経
が
傷
害
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
嗅
覚
障
害
全
体
の

　

〜　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

１５

２０

　

約
２
〜
３
カ
月
の
治
療
で
嗅
覚

が
改
善
す
る
軽
症
例
も
あ
り
ま
す

が
、
治
り
が
悪
い
重
症
例
も
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

治
療
の
方
法
は
？

　

嗅
覚
障
害
の
治
療
は
、
ス
テ
ロ

イ
ド
薬
の
点
鼻
療
法
が
中
心
と
な

り
ま
す
が
、
も
と
も
と
鼻
ア
レ
ル

ギ
ー
の
持
っ
て
い
る
方
や
副
鼻
腔

炎
を
合
併
し
て
い
る
方
な
ど
は
、

そ
ち
ら
の
治
療
と
併
用
す
る
事
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
ぐ
に
改
善
し
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
根
気
強
く
治
療
を
続

け
る
事
が
大
切
で
す
。

富良野医師会　理事　林　浩　
●鼻風邪をひいたあとニオイが
　しなくなったことありませんか？

嗅
覚
（
き
ゅ
う
か
く
）
障
害
に
な

る
原
因
は
？

　

ニ
オ
イ
を
感
じ
な
く
な
る
こ
と

を
一
般
に
「
嗅
覚
（
き
ゅ
う
か
く
）

障
害
」
と
言
い
ま
す
。

　

嗅
覚
障
害
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　

副
鼻
腔
炎（
い
わ
ゆ
る 
蓄
膿 
症
）、

ち
く
の
う

鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
、
感
冒
（
は
な
か

ぜ
）
罹
患
後
、
頭
部
外
傷
後
な
ど

が
代
表
的
な
原
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
な
か
の
鼻
風
邪

を
ひ
い
た
と
き
は
鼻
水
、
鼻
づ
ま

り
と
い
っ
た
症
状
が
起
こ
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
嗅
覚
障
害
を
起
こ
す

こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

風
邪
を
ひ
い
た
本
人
も
「
鼻
風

邪
が
治
れ
ば
ニ
オ
イ
も
戻
っ
て
く

る
だ
ろ
う
」
と
い
う
安
易
な
気
持

ち
で
い
る
事
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

鼻
風
邪
に
よ
っ
て
鼻
腔
の
粘
膜

が
は
れ
る
と
、
ニ
オ
イ
を
感
知
す

る
粘
膜
（
嗅
上
皮
）
ま
で
ニ
オ
イ

の
素
が
到
達
で
き
な
く
な
る
事
が

原
因
で
す
が
、
こ
の
場
合
抗
生
物

質
・
消
炎
剤
の
内
服
、
点
鼻
薬
と

い
っ
た
治
療
で
炎
症
が
消
退
す
れ

ば
比
較
的
早
期
に
ニ
オ
イ
は
戻
り

ま
す
。

上から

「アンパンマンの 
  おもちゃで遊ぶ  
  のが大好き！」

  浅野　ゆいかさん
(１歳　　　　　　(１歳))
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く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
希
望
者
）

期
　
間
　

　
　
　
平
成
　
年
１
月
　
日
ま
で

２１

３１

※
　
月
中
に
接
種
を
希
望
す
る
方

１０
は
、
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　

虚
満
　
歳
以
上
の
方

６５

許
　
歳
以
上
　
歳
未
満
で
、
心
臓
・

６０

６５

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
の
方

自
己
負
担
額
　
１
０
５
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

実
施
医
療
機
関
　

　
富
良
野
協
会
病
院
、
ふ
ら
の
西

病
院
、
い
ん
や
く
小
児
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
内
海
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

お
お
つ
ぼ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
か
と
う

整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
か
わ
む

ら
整
形
外
科
医
院
、
北
の
峰
病
院
、

高
橋
内
科
医
院
、
渡
部
医
院
、
は

や
し
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

ふ
ら
の
皮
膚
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

田
村
外
科
医
院

※
実
施
医
療
機
関
以
外
で
受
け
る

場
合
は
、
任
意
接
種
と
な
り
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

　
健
康
保
険
証
、
被
保
護
世
帯
証

明
書
（
生
活
保
護
受
給
者
）、
身
体

障
害
者
手
帳
（
該
当
者
の
み
）

架
保
健
医
療
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ク
リ
ー
ン
ふ
ら
の
　
　
　

秋
の
地
域
環
境
美
化
運
動

実
施
日
　
　
月
　
日
蚊
～
　
日
蚊

１０

１２

１９

対
　
象
　
地
域
の
道
路
や
公
園
な

ど
の
落
ち
葉
や
散
乱
ご
み
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

申
込
み
　
実
施
計
画
書
を
市
民
環

境
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
ご
み
袋
を
提
供
し
ま
す
。

ご
み
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
通
常
ど
お
り
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
市
民
環
境
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

勤
労
者
生
活
資
金
貸
付
金

　
市
で
は
、
事
業
所
で
働
い
て
い

広告①広告②

生きるとは、自分の物語

をつくること
　　小川洋子・河合隼雄著

物語は心の薬。人生の危
機に当たっても生き延び
る方法を、切実な体験を
語りつつ伝える。奇跡の
ように実現した、作家・
小川洋子と臨床心理学
者・河合隼雄による貴重
な対話。

架図書館　拶２２‐３００５

６日俄、１３日俄、２０日俄１０月の休館日　
27日俄、３１日画　　　　　　　

２階展示ホール　
　１０月２１日峨～１１月２日蚊　イマイカツミ
　４都市巡回水彩画展「谷間の百合　夕張展」
多目的ホール　
　１０月１１日臥午前１０時３０分　「おはなし会」
１階おはなしコーナー　毎週水曜日(１日除く)
　午後3時「どんぐりおはなし会」

○図書館まつり　１０月７日峨～１９日蚊
　図書館利用サークル合同作品展、なつかしのス
ポーツ名勝負展、おもしろしかけ絵本・えいごの絵
本展など催し物が盛りだくさん！詳しくは折り込
みチラシをご覧ください。

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

●児童書（新着）
間所　ひさこころわんがよーいどん
つちだよしはるカレーライスおかわり！

●一般書（新着）
柳　広司ジョーカー・ゲーム
唯川　恵恋のかけら
池上　永一テンペスト（上・下）

る
方
を
対
象
に
生
活
な
ど
に
関
す

る
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
北
海
道
労
働
金
庫
富

良
野
支
店
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
方
　

虚
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

許
現
在
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤

務
し
、
今
後
も
引
き
続
き
そ
の
事

業
所
で
勤
務
す
る
方

使
用
目
的
　

　
生
活
資
金
（
住
宅
、
耐
久
消
費

財
、
冠
婚
葬
祭
、
医
療
な
ど
）
及

び
教
育
資
金

貸
付
条
件
　

生
活
資
金
　
　
万
円
以
内

５０

　
　
　
　
　
返
済
期
間
３
年

教
育
資
金
　
１
５
０
万
円
以
内

　
　
　
　
　
返
済
期
間
７
年

貸
付
金
利
　
生
活
資
金
２
・
　
％
８８

　
　
　
　
　
教
育
資
金
２
・
　
％
４５
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架
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

全
国
地
域
安
全
運
動

　
警
察
、
防
犯
協
会
、
自
治
体
で

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
連
携
し

て
、
犯
罪
や
事
故
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
止
し
、
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
、
子
ど

も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
対
策
、

空
き
巣
や
車
上
ね
ら
い
な
ど
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
防
犯
講
話
な
ど
、
様
々

な
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

期
　
間
　
　
月
　
日
臥
～
　
日
俄

１０

１１

２０

※
　
月
　
日
は
「
安
全
・
安
心
な

１０

１１

ま
ち
づ
く
り
の
日
」

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

秋
の
市
民
還
元
ワ
イ
ン
は

　
月
　
日
ま
で
で
す

１０

１５

　
通
常
１
０
１
５
円
の
と
こ
ろ
特

別
割
引
価
格
８
０
０
円
（
税
込
）

で
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
が
購
入
で
き
ま
す
。

　
秋
の
夜
長
の
楽
し
み
、
そ
し
て

年
末
年
始
に
備
え
て
市
内
酒
販
店

で
ま
と
め
て
お
買
い
求
め
い
た
だ

い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

架
ワ
イ
ン
工
場

　
拶
０
１
２
０
‐
８
７
８
１
７
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

　
月
は
労
働
保
険
適
用
　

１０促
進
月
間
で
す

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
な
ど

を
目
的
に
、
政
府
が
直
接
管
理
運

営
し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林
水

産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の

方
は
、
速
や
か
に
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

架
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ふ
ら
の

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
４
１
２
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
な
た
の
経
営
課
題
を
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
地
域

力
連
携
拠
点
事
業
と
し
て
、
移
動

相
談
室
を
開
設
し
、
虚
相
談
許
専

門
家
派
遣
距
情
報
提
供
鋸
調
査
・

研
究
漁
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、

小
規
模
企
業
な
ど
の
前
向
き
な
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
、
色
々
な
こ
と
が

実
現
で
き
ま
す
。
何
で
も
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
　
月
８
日
我
、　

日
我

１０

２２

　
　
　
　
　
月
　
日
我
、　

日
我

１１

１２

２６

　
　
　
　
　
月
３
日
我
、　

日
我

１２

１７

広告③広告④

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
　

富
良
野
商
工
会
議
所
３
階
会
議
室

架
富
良
野
商
工
会
議
所
・
中
小
企

業
相
談
所
　
拶
２
２
‐
３
５
５
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

法
務
局
旭
川
東
出
張
所
統
合

の
お
知
ら
せ

　
旭
川
地
方
法
務
局
（
本
局
）
は
、

本
年
　
月
　
日
峨
に
旭
川
合
同
庁

１０

１４

舎
（
旭
川
市
宮
前
通
東
４
１
５
５

番
　
）
へ
移
転
す
る
と
と
も
に
、

３１
同
旭
川
東
出
張
所
が
同
日
を
も
っ

て
旭
川
地
方
法
務
局
（
本
局
）
に

統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
日
か
ら
旭
川
東
出
張
所
で
取

り
扱
っ
て
い
る
登
記
事
務
は
、
旭

川
地
方
法
務
局
（
本
局
）
に
お
い

て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
統
合
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

虚
富
良
野
文
化
会
館
で
、
毎
月
１

回
（
毎
月
第
４
水
曜
日
）
無
料
登

記
相
談
所
を
開
設
し
、
登
記
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

許
自
宅
・
事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
不
動

産
及
び
商
業
法
人
に
関
す
る
登
記

申
請
・
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
の

請
求
が
で
き
、
ま
た
、
登
記
内
容

を
確
認
で
き
る
登
記
情
報
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

距
富
良
野
郵
便
局
窓
口
に
備
え
付

け
の
専
用
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、

登
記
事
項
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
・

抄
本
）
の
請
求
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
印
鑑
証
明
書
、
地
図
の
写
し

の
請
求
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
郵

送
で
の
請
求
と
な
り
ま
す
。（
印
鑑

カ
ー
ド
の
送
付
が
必
要
）

鋸
郵
送
用
の
交
付
申
請
書
及
び
往

復
用
の
封
筒
を
市
役
所
、
商
工
会

議
所
、
富
良
野
郵
便
局
に
備
え
て

い
ま
す
。

架
旭
川
地
方
法
務
局
総
務
課

（
　
月
　
日
ま
で
）

１０

１０

拶
０
１
６
６
‐
５
３
‐
２
３
１
１

（
　
月
　
日
か
ら
）

１０

１４

拶
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
１
１

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

第
６
回
ふ
ら
の
演
劇
祭

　
小
中
学
生
、
市
民
に
よ
る
演
劇

発
表
を
富
良
野
演
劇
工
場
で
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

樹
海
小
学
校
、
麓
郷
中
学
校

と
　
き
　
　
月
　
日
臥
　
開
場
午

１０

１１

後
１
時
　
開
演
午
後
１
時
　
分
３０

中
富
良
野
中
学
校
、
布
礼
別
中
学
校

と
　
き
　
　
月
　
日
蚊
　
開
場
午

１０

１２

後
１
時
　
開
演
午
後
１
時
　
分
３０

占
冠
中
央
小
学
校
、
市
民
劇

と
　
き
　
　
月
　
日
俄
　
開
場
午

１０

１３

後
１
時
　
開
演
午
後
１
時
　
分
３０

架
富
良
野
演
劇
工
場

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
０
３
３
３
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申
込
み
　
　
月
　
日
画
ま
で
に
電

１０

１０

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
お
子
さ
ん
の
氏
名
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
保
護
者
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
）

申
込
み
／
問
合
せ

富
良
野
保
健
所

　
　
　
　
　
志
２
３
‐
３
１
６
１

　
　
　
　
　
思
２
３
‐
３
１
６
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ご
来
場
感
謝
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
　
き
　
　
月
　
日
峨

１０

２８

　
　
　
　
受
付
　
午
前
８
時

　
　
ス
タ
ー
ト
　
午
前
８
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　

　
　
東
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費
　
５
０
０
円
（
別
途
入
場

料
が
か
か
り
ま
す
）

競
技
方
法
　

虚
男
女
別

許
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
２
ラ
ウ
ン
ド

　
　
ホ
ー
ル

３６
距
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

申
込
み
　
　
月
　
日
峨
ま
で
で
す

１０

２１

が
、
定
員
　
名
に
な
り
次
第
締
め

８０

切
り
ま
す
。

架
東
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　
拶
２
７
‐
２
７
２
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
地
区
消
防
組
合
職
員

（
救
急
救
命
士
）
募
集

募
集
人
員
　

　
消
防
職
（
救
命
救
急
士
）

　
男
子
　
３
名

勤
務
地　

富
良
野
市

受
験
資
格　

昭
和
　
年
４
月
２
日

６０

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

身
体
要
件

虚
身
長
１
６
０
尺
以
上
、
体
重
　５５

手
以
上
、
胸
囲
は
身
長
の
概
ね
半

分
以
上
、
握
力
（
左
右
と
も
）　３５

手
以
上
、
四
肢
関
節
に
障
が
い
な

ど
が
な
く
諸
機
能
が
正
常
で
あ
る

こ
と

許
視
力
（
矯
正
視
力
を
含
む
）
は

両
眼
で
　
以
上
、
片
眼
の
視
力
が

０.８

そ
れ
ぞ
れ
　
以
上
で
色
彩
識
別
の

０.５

完
全
な
方

距
聴
力
が
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と

鋸
言
語
明
瞭
で
十
分
発
声
が
で
き

る
こ
と

漁
肺
活
量
３
０
０
０
寂
以
上
で
結

核
性
疾
患
、伝
染
病
疾
患
、そ
の
他

疾
患
の
な
い
方

資
格
要
件

虚
救
急
救
命
士
の
免
許
を
有
す
る

方
ま
た
は
平
成
　
年
４
月
ま
で
に

２１

取
得
見
込
み
の
方

許
大
型
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有

す
る
方
。
た
だ
し
、
普
通
自
動
車

の
運
転
免
許
を
有
す
る
方
に
あ
っ

て
は
、
採
用
後
３
年
以
内
に
自
己
負

担
に
よ
り
大
型
自
動
車
の
運
転
免

許
取
得
を
条
件
と
す
る

居
住
要
件　

採
用
後
、
富
良
野
市

内
に
居
住
が
可
能
な
方

受
験
手
続
き

虚
消
防
本
部
総
務
課
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　

広告⑤広告⑥

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ア
キ
グ
ミ
の
収
穫
祭

　
ア
キ
グ
ミ
の
小
路
で
生
育
状
況

を
観
察
し
な
が
ら
、
赤
く
熟
し
た

実
の
摘
み
と
り
を
楽
し
み
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
臥

１０

１８

　
　
　
　
午
前
９
時
～
　
時
１１

と
こ
ろ
　
新
空
知
橋
そ
ば
の
河
川

敷
（
市
街
地
側
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
（
小
雨
決
行
）

架
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

口
腔
衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
　

ふ
ら
の
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

口
腔
衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
　
き
　
　
月
　
日
臥

１０

１８

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
２
階

内
　
容
　
歯
科
検
診
、
歯
科
ド
ッ

ク
（
口
臭
測
定
、
だ
液
検
査
、
咬

合
力
測
定
）、
幼
児
・
小
学
生
の
手

形
模
型
作
成

※
す
べ
て
無
料
で
す
。

架
歯
科
医
師
会
（
園
田
歯
科
）

　
　
　
　
　
拶
４
５
‐
２
５
５
９

ふ
ら
の
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

対
　
象
　
平
成
　
年
４
月
２
日
～

１４

平
成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

１６

で
、
現
在
虫
歯
の
な
い
方

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
植
樹
祭

　
平
成
　
年
か
ら
朝
日
ケ
丘
公
園
、

16

平
成
　
年
か
ら
は
ベ
ベ
ル
イ
に
あ

18

る
市
有
林
内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

た
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
の
一
つ
と

し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

植
樹
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
臥

１０

２５

　
　
　
　
午
前
　
時
１０

と
こ
ろ
　

　
　
ベ
ベ
ル
イ
（
原
始
の
泉
付
近
）

持
ち
物
　

　
ス
コ
ッ
プ
・
ク
ワ
な
ど
、
軍
手

申
込
み
　
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
／
問
合
せ

農
林
課
　
　
皐
３
９
‐
２
３
０
９

　
　
　
　
　
捌
２
３
‐
２
１
２
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会

　
刑
務
所
で
受
刑
者
が
製
作
し
た

家
具
な
ど
、
展
示
即
売
を
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
臥

１０

１１

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
日
蚊
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

１２　
日
俄
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１３

１０

と
こ
ろ
　
ダ
イ
イ
チ
上
富
良
野
店

架
刑
務
作
業
協
力
事
業
部
旭
川
地

方
事
務
所

拶
０
１
６
６
‐
５
８
‐
７
０
３
１
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月
　
日
我
ま
で
の
午
前
９
時

１０

１５

か
ら
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
）

　
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
　
月
１０

　
日
我
ま
で
の
着
信
に
限
り
ま
す
。

１５一
次
試
験
の
日
時
と
場
所
　

　
月
　
日
蚊
　
午
前
８
時
　
分

１０

２６

４０

消
防
組
合
消
防
本
部

採
　
用
　
平
成
　
年
４
月
１
日

２１

※
た
だ
し
、
平
成
　
年
国
家
試
験

２１

受
験
者
は
救
急
救
命
士
資
格
取
得

後
の
５
月
１
日
の
採
用
と
な
り
ま
す
。

架
消
防
本
部
総
務
課
　

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

日
赤
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

　
思
い
が
け
な
い
事
故
や
病
気
か

ら
自
分
自
身
を
守
り
、
急
病
人
や

け
が
人
を
正
し
く
救
助
し
て
医
師

や
救
急
隊
員
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ

の
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。

と
　
き
　

　
月
（
全
４
日
間
講
習
必
須
）

１０　
　
日
臥
午
後
１
時
～
５
時

１８
　
　
日
蚊
午
前
９
時
～
午
後
５
時

１９
　
　
日
臥
午
後
１
時
～
５
時

２５
　
　
日
蚊
午
前
９
時
～
午
後
５
時

２６
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
満
　
歳
以
上
の
方

１５

定
　
員
　
　
名
（
先
着
）

２０

教
材
費
　
３
０
０
０
円

申
込
み
　
　
月
　
日
画
ま
で
に
日

１０

１０

赤
富
良
野
市
地
区
（
保
健
セ
ン

タ
ー
福
祉
課
内
）
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

架
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

中
小
企
業
大
学
校
研
修

虚
利
益
を
生
み
だ
す
現
場
改
善
講
座

　
　
　
　
　
月
５
日
我
～
７
日
画

１１

　
　
　
　
　
　
　
３
１
５
０
０
円

許
明
日
か
ら
で
き
る
！
お
客
様

ニ
ー
ズ
の
つ
か
み
方

　
　
　
　
　
月
　
日
俄
～
　
日
我

１１

１０

１２

　
　
　
　
　
　
　
２
９
４
０
０
円

距
業
務
改
善
Ｐ
Ｃ
活
用
術

　
　
　
　
　
月
　
日
牙
・
　
日
画

１１

１３

１４

　
　
　
　
　
　
　
２
１
０
０
０
円

鋸
経
営
数
字
の
見
極
め
方
・
活
か

し
方
　
　
　
月
　
日
俄
～
　
日
我

１１

１７

１９

　
　
　
　
　
　
　
３
１
５
０
０
円

漁
ト
ッ
プ
の
た
め
の
「
発
想
力
」

講
座
　
　
　
月
　
日
牙
・
　
日
画

１１

２０

２１

　
　
　
　
　
　
　
２
３
１
０
０
円

禦
人
間
力
を
ア
ッ
プ
す
る
職
場
の

心
理
学
　
　
月
　
日
我
～
　
日
画

１１

２６

２８

　
　
　
　
　
　
　
２
９
４
０
０
円

架
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

　
旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

健
康
体
操
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

と
　
き
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
布
施
明
美
さ
ん

持
ち
物
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
な
ど

※
見
学
も
で
き
ま
す

架
武
内
昭
子
さ
ん

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
４
５
１
４

年年金金だだよよりり

社会保険料(国民年金保険料)控除証明書が
送付されます

　国民年金保険料について社会保険料控除の適用を受

ける場合には、社会保険料(国民年金保険料)控除証明書

の添付が義務付けられています。

　今年度中に国民年金保険料を納付された方には、控

除証明書が１１月または翌年２月に送付されます。年末

調整や確定申告の際には、控除証明書や領収書が必要

となりますので、大切に保管してください。

○１１月に送付される方　本年１月１日から９月３０日ま

での間に国民年金保険料を納付された方

○２月に送付される方　本年１０月１日から１２月３１日ま

での間に今年初めて国民年金保険料を納付された方

国民年金保険料納付の案内について

　国民年金保険料の納め忘れがあると、老後に受け取

る年金が減額されたり、受けられなくなる場合があり

ます。みなさんの年金を確保するために、納付期限を

過ぎても保険料の納付が確認できない場合に「電話」

により納付の案内を行っています。

○電話での案内（平成２２年９月３０日まで）

　社会保険事務所が委託した「株式会社オリエント

コーポレーション」から保険料の納め忘れのある方に

電話で納付の案内をしています。夜間や休日に電話や

訪問を行いますので、ご理解とご協力をお願いします。

（年金保険料納付に関して、特定の口座への振り込みな

どの案内はしていません。電話での案内で不審に感じ

ることがあれば、旭川社会保険事務所拶０１６６‐２７‐１６１１

へ確認願います）

　　　刷問 市民環境課　拶３９‐２３０１

広告⑦広告⑧

   国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年１０月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日以降に手続きをしてください。　厚生年金の
受給者は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎
年金の手続きになります。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所②番窓口にお越しください。
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■先日、山部地区老人クラブ協議会のスポーツ交流
会にお邪魔しました。玉入れ、魚釣りゲームなど７
種類の競技に悪戦苦闘しながらも楽しみながら体
を動かしていました。豆移しゲームでは、３０粒の豆
を箸でお皿に移すのですが、豆がすべってうまくい
かず、見ている私も力が入ってしまいました。（み）

■「市長と語ろう地域懇談会」が１０月１４日の朝日会
館を皮切りに、約１カ月に渡り行なわれます。（詳
細は６、７ページ）今年は、「新たな総合計画の策
定に向けた意見交換会」がメインテーマです。多く
の市民のみなさんのご参加をお待ちしています。
（と）

編集

後記

霧
襖
二
分
さ
れ
た
る
街
目
覚
む

石
倉
は
す
え

名
月
に
庭
木
は
影
を
正
し
た
る

上
坂
　
睦
美

秋
風
や
ぐ
ん
と
伸
び
た
る
子
の
背
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
山
　
洋
子

秋
祭
り
パ
ク
リ
と
お
祓
い
獅
子
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
和
子

夕
凪
ぎ
て
半
農
半
漁
の
里
灯
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
美
代
子

旋
回
を
く
り
返
し
つ
つ
鳶
の
空

東
野
　
ミ
ネ

涼
や
か
に
　
む
く
げ
の
花
の
咲
く
庭
を

な
が
れ
ゆ
く
風
秋
立
つ
に
ほ
ひ
　
　
　
　
富
永
ス
ミ
子

我
庭
に
何
処
か
ら
来
た
か
蕎
麦
の
花

白
く
可
憐
に
蜜
蜂
と
搖
れ
　
　
　
　
　
　
山
内
　
千
代

二
つ
三
つ
わ
た
し
の
記
憶
を
道
連
れ
に

木
槿
が
散
る
よ
む
ら
さ
き
閉
じ
て
　
　
　
近
藤
富
貴
子

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
喜
喜
と
よ
ろ
こ
ぶ
吾
等
見
て

介
護
師
の
努
力
実
り
嬉
し
も
　
　
　
　
　
赤
沼
　
ひ
さ

終
戦
の
季
は
廻
り
来
て
空
し
さ
を

誰
に
語
ろ
う
あ
の
悲
し
み
も
　
　
　
　
　
村
上
　
ユ
ミ

影

し
た
体
調
の
変
化
で
病
院
に

駆
け
込
む
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
医
師
の
負
担
増
、
救

急
医
療
や
小
児
科
の
休
診
と

い
っ
た
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

西
脇
市
に
あ
る
「
市
立
西
脇

病
院
小
児
科
を
守
る
会
」
は
、

西
脇
病
院
小
児
科
の
入
院
診

療
が
で
き
な
く
な
っ
た
事
が

き
っ
か
け
で
、
今
年
の
１
月
に

会
員
約　

名
で
発
足
し
ま
し

５０子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
の
挑
戦

会
で
は
、
こ
う
い
っ
た
現
状
を

理
解
し
、
そ
し
て
学
び
、
適
正

受
診
を
呼
び
か
け
て
い
こ
う

と
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
（
広
報
に
し
わ
き

９
月
号
よ
り
）

た
。
会
は
、
署
名
活
動
な
ど
を

行
う
「
守
る
会
」
と
勉
強
会
な

ど
を
行
う
「
ス
タ
デ
ィ
ー
マ

マ
」
の
２
本
柱
で
構
成
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
小
児
医
療
現
場

で
は
、
夜
間
な
ど
に
ち
ょ
っ
と

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　１０月２５日臥　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


